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荒井 2002, 国立国語研究所（編）1990, Lovins 1975など）。また，（2）のように他の言語において
も同様の現象が起こることが報告されている 2。
（1）  top トップ，topping トッピング，cut カット，cutter カッター，
   kick キック，kicking キッキング，box ボックス，
   happy ハッピー，hockey ホッケー，apple アップル，etc.
（2）  イタリア語北米変種： tip → [tippa],  zipper → [ʣippa]
* 本稿は，第 7回音韻論フェスタ（2012年 2月，滋賀県大津市）並びに NINJAL International Conference on 






イタリア語北米変種：jam → [ʤemma],  son → [sonni],  bill → [billo],  car → [karro]
フィンランド語：rum → rommi,  tunnel → tunneli,  grill → grilli,  curry → karri
ハンガリー語：trim → trimm,  scanner → szkenner,  gill → gill [dzsill],  curry → curry [karri]
アラビア語エジプト方言：pen → [binn],  L [el] → [ʔill]
タイ語：summer → [sammɤɤ],  manner → [mɛnnɤɤ]
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    フィンランド語： top → toppi,  yuppie → juppi
    ハンガリー語： tip → tipp,  hippie → hippi
    アラビア語エジプト方言： stop → [ʔistubb],  cut → [kaʈʈ]
    タイ語： poppy → [pɔppii],  letter → [lettɤɤ]
　原語の単子音をわざわざ重子音に変換する点で，重子音化は非常に興味深い。重子音化せずと
も，日本語やイタリア語，フィンランド語は原語の語末子音を「単子音＋挿入母音（epenthetic 
vowel）」として借用し（例：top → *トプ ,  tip → *[tipa],  top → *topi），ハンガリー語やアラビア

















1988, 荒井・川越 1996, 1998, Kaneko and Iverson 2009, 川越・荒井 2007, Koo and Homma 1989, 






































主張がある（Katayama 1998, Kato 2006, Kenstowicz and Suchato 2006, Lovins 1975, Rungruang 2008, Shirai 1999, 























40,000語以上を収録する外来語辞典 Otavan Uusi Sivistyssanakirja（Turtia 2005, Kustannusosakeyhtiö 
Otava）において，英語からの借用語を示す記号 “engl.”が付与されている 1,290語を収集した。
ハンガリー語については，30,000語以上を収録する外来語辞典 Idegen Szavak és Kifejezések Szótára
（Bakos 2006, Akadémiai Kiadó）において，英語からの借用語を示す記号 “ang.”が付与されている
1,934語を収集した。アラビア語エジプト方言については，22,500語以上を収録する英語で書か
れた辞書 A Dictionary of Egyptian Arabic（Badawi and Hinds 1986, Librairie du Uban）において，英
語からの借用語を示す記号 “<Engl.>”が付与されている 333語を収集した。タイ語については，




日本語 『コンサイスカタカナ語辞典 第 4版』 56,300 2,850
イタリア語北米変種 Danesi 1985, Repetti 1993, 2006, 2009 — 277
フィンランド語 Otavan Uusi Sivistyssanakirja 40,000 1,290
ハンガリー語 Idegen Szavak és Kifejezések Szótára 30,000 1,934
アラビア語エジプト方言 A Dictionary of Egyptian Arabic 22,500 333



















[p] top トップ polyp ポリプ 161/162（99.4）
[t] cut カット chocolate チョコレート 367/383（95.8）
[k] kick キック lick リク 422/428（98.6）
[ʧ] pitch ピッチ — — 44/44（100.0）
[ʦ] blitz ブリッツ — — 7/7（100.0）
無声閉鎖音　計 1001/1024（97.8）
[f ] staff スタッフ tough タフ 6/77（7.8）
[θ] — — bath バス 0/15（0.0）
[s] crosse クロッス kiss キス 1/348（0.3）
[ʃ] fish フィッシュ brush ブラシ 84/86（97.7）
無声摩擦音　計 91/526（17.3）
[b] snob スノッブ knob ノブ 4/33（12.1）
[d] bed ベッド period ピリオド 107/119（89.9）
[ɡ] bag バッグ bug バグ 40/70（57.1）
[ʤ] badge バッジ image イメージ 32/81（39.5）
[ʣ] goods グッズ — — 4/4（100.0）
有声閉鎖音　計 187/307（60.9）
[v] — — love ラブ 0/59（0.0）
[z] — — jazz ジャズ 0/5（0.0）
有声摩擦音　計 0/64（0.0）
O[s] box ボックス cuffs カフス 135/178（75.8）
OO — — mask マスク 0/368（0.0）
OS apple アップル triple トリプル 40/133（30.1）
子音連続　計 175/679（25.8）
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　日本語における借用語では，原語の先行母音が弛緩母音であるときに重子音化が起こる。緊張
母音（tense vowel）や二重母音（diphthong）に後続する阻害音を持つ語は重子音化が全く起こら
ないことを確認したため，分析対象から外している（例：keep キープ，cute キュート，make メイク）。






（3）  hit   ヒット [hit.to ]  CVC.CV.
   heat  ヒート [hii.to ]  CVV.CV.  *ヒーット *[hiit.to] *CVVC.CV.










（4）  (C) V (V) (C)
               原語 top      借用語  トップ
                σ         σ     σ
               
              t  ɑ  p  →  t  o  p  u
図 1　日本語（語末子音）①
　無声摩擦音は [ʃ]を除いて重子音化が起こりにくい。日本語のアクセント付与に関する研究か
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               原語 tough      借用語 タフ
                σ         σ   
               
              t  ʌ  f  →  t  a  f  <u>
図 2　日本語（語末子音）②
　有声閉鎖音の重子音化パタンに見られる非対称性については，先行研究ですでに詳細な議論
がなされている（Kaneko and Iverson 2009, Hirayama 2005, 2008, Kawahara 2011a, b, Kubozono et al. 










（5）  chaps [ʧæp<s>] → チャップス [chappu<su>]
   box [bɑk<s>] → ボックス [bokku<su>]
（6）  paradox パラドックス（cf. picnic ピクニック）
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（7）  pepper ペッパー，soccer サッカー，essay エッセイ　vs.　butter バター







OM cútter カッター éditor エディター
drésser ドレッサー bu ́sing バスィング
OV háppy ハッピー cópy / suppórt コピー／サポート
séssion セッション posítion ポジション
OO — — bóxing / dóctor ボクシング／ドクター
̶ ̶ lífting / áfter リフティング／アフター
OS típpler ティップラー háppening / po ́plar ハプニング／ポプラ
cóckney コックニー hústler / tésla ハスラー／テスラ
表 4　語中子音の環境
母音間 重子音つづり字 先行母音に強勢 音節末 語幹＋形態素
cútter カッター ✔ ✔ ✔ ✔
éditor エディター ✔ ✔
háppy ハッピー ✔ ✔ ✔
cópy コピー ✔ ✔
suppórt サポート ✔ ✔
bóxing ボクシング ✔ ✔ ✔
dóctor ドクター ✔ ✔
háppening ハプニング ✔ ✔ ✔ ✔






















によってデータを表 5のように 6つに分類し，分類ごとに [k]の重子音化率を算出した。
表 5　後続要素・音節構造・つづり字に基づいた収集データの分類
父称＋後続要素 音節構造 つづり字 語例 語数
Mac/Mc + V ́ [mə.kV́-]（開音節） <C> Macádam 32
Mac/Mc + V ́ [mə.kV́-]（開音節） <CC> McCártney 58
Mac/Mc + C [mə.CV́-]（開音節） <C> McGhe ́e 29
Mac/Mc + C [mə.kCV́-]（開音節） <CC> McCléllan  9
Mac/Mc + C [mək.CV́-]（閉音節） <C> McDónald 97
Mac/Mc + C [mək.CV́-]（閉音節） <CC> Mackmúrdo  1
　表 6は，大滝（2013）で明らかになった語中子音の環境別の重子音化率とその有意差を示した
ものである。開音節で単子音つづり字の場合，開音節で重子音つづり字の場合ともに母音が後続
すると有意に高い（χ2 (1) = 5.739, p < 0.05; χ2 (1) = 5.162, p < 0.05）。子音が後続する単子音つづり
字の場合は有意差が見られない（χ2 (1) = 1.320, p > 0.1; χ2 (1) = 0.046, p > 0.1）。母音が後続する開
音節の場合，重子音つづり字であるとき有意に高い（χ2 (1) = 9.281, p < 0.01）が，子音が後続す




の意味の姓を用いる場合，その名や姓を父称（patronymic）という（『言語学大辞典 第 6巻 術語編』（亀井ほ
か（編）1995）から一部抜粋）。英語にはMac-/Mc-の他にも -s, -son/-sen, O’-, Fitz-などの父称が存在する。
10 この中には同音異字のものも含まれており（例：McDonald vs. MacDonald），それぞれ 1語として集計した。
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表 6　環境別の重子音化率と有意差
環境 語例 重子音化率 有意差
開音節 & 単子音つづり字 Macadam マカダムMcGhee マギー 母音後続＞子音後続 あり
閉音節 & 重子音つづり字 McCartney マッカートニーMcClellan マクレラン 母音後続＞子音後続 あり
子音後続 & 単子音つづり字 McGhee マギーMcDonald マクドナルド 閉音節＝開音節 なし
母音後続 & 開音節 Macadam マカダムMcCartney マッカートニー 重子音＞単子音 あり






















阻害音  母音間子音  <CC>  〇 happyハッピー
<C>  × copyコピー
子音連続      <CC>  △ hustlerハスラー
<C>  × captainキャプテン
先行母音に強勢なし △ supportサポート
その他の子音   × volleyバレー
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4.2 イタリア語北米変種
　イタリア語北米変種（North American varieties of Italian）とは，北アメリカ大陸（米国および
カナダ）で移民たちの間で話されているイタリア語である。英語からの借用語が非常に多く，そ
の借用パタンも本土で使用されている標準的なイタリア語と異なる部分がある。重子音化が観察








[p] tip tippa jeep ʤip 8/10（80.0）tape teppa pipe paipa
[t] foot futto — — 10/10（100.0）suit sutto — ̶
[k] book bukko strike straiko 14/15（93.3）creek krikka — ̶
[ʧ] match metʧo — — 5/5（100.0）beach bitʧi — ̶
[ʦ] peanuts pinotʦa — — 3/3（100.0）
無声閉鎖音 計 40/43（93.0）
[f ] roof ruffo housewife auswaifa 2/3（66.7）
[s] boss bosso warehouse wehausa 5/9（55.6）lease lissa — ̶
[ʃ] brush broʃʃa — — 3/3（100.0）
無声摩擦音 計 10/15（66.7）
[b] job ʤabba — — 2/2（100.0）
[d] bread breddi ride raida 1/3（33.3）
[ɡ] rug raɡɡa bag beɡa 4/5（80.0）
[ʤ] mortgage morgedʤo — — 2/2（100.0）
有声閉鎖音 計 9/12（75.0）
[z] — — fuse fusa 0/5（0.0）
有声摩擦音 計 0/5（0.0）
O[s] chips ʧippsi tuiips tulipisi 3/5（60.0）box bokksa fix fikisi
OO — — desk desko 0/4（0.0）
OS bushel buʃʃolo people pipoli 1/5（20.0）
子音連続 計 4/14（28.6）
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ている語（例：shop → ʃoppare）は分析から除外している。
　イタリア語北米変種における借用語は，原語の先行母音が単母音（monophthong）であれ












（8）  (C) (C) (C) V (V) (C)
             原語 tape      借用語 teppa
              σ        σ	 	  σ
              
             t e ɪ p   →  t e  p a
図 3　イタリア語北米変種（語末子音）
　語末の子音連続における重子音化の生起パタンは日本語のそれと酷似している。「阻害音＋






挿入母音が現れている点からもわかる（例：bushel → [buʃʃolo] vs. box → [bokksa]）。
4.2.2 語中子音
　表 9は，原語の語中に「母音＋阻害音」を持つ借用語を集計した結果である。ここでは，語
末子音で最も重子音率が高かった無声閉鎖音 [p, t, k]の分析結果を示す。なお，子音連続が逆行
同化することによって生じた重子音化は分析から除外した（例：streetcar → [strikkarro], factory → 
[fattoria]）。表 10は，語中子音の環境別の重子音化率を示したものである。左から原語の子音の









[p] zipper ʣippa paper pepa 2/5（40.0）
[t] elevator elevetta matter maɾa 2/10（20.0）
[k]
cracker krekka maker meka
7/9（77.8）picnic pikkinikki cockroach kakarotʧa
[ʧ] bachelor batʧelloro teacher tiʧa 1/3（33.3）
計 13/28（46.4）
表 10　環境別の重子音化率（％）
<CC> <C> pre-acc non-pre-acc stem-final stem-medial
8/11（72.7） 5/17（29.4） 13/26（50.0） 0/2（0.0） 8/12（66.7） 5/16（31.3）
4.3 フィンランド語
　フィンランド語（Finnish）は，本来語において語中の母音間および母音と共鳴音に挟まれた環












top toppi cup cup [kɑp]
21/56（37.5）tape teippi hype hype [hɑip]
comp komppi camp camp [kæmp]
[t]
hit hitti chat chat [ʧæt]
62/112（55.4）plate pleitti template template [tɛmplit]
cent sentti stunt stunt [stunt]
[k]
rock rokki look luk
37/84（44.0）teak tiikki talk talk [tɔ:k]
pink pinkki punk punk [puŋk]
[ʧ] punch punssi sketch sketsi 3/9（33.3）
[ʦ] — — boots bootsi 0/5（0.0）
無声閉鎖音 計 123/266（46.2）
[f ] puff puffi half half [ha:f ] 7/20（35.0）
[θ] cloth klootti Bluetooth bluetooth [blu:tu:θ] 1/2（50.0）
[s] stress stressi pace peesi 20/50（40.0）trance transsi pence pence [pɛns]
[ʃ] galosh kalossi flash flash [flæʃ] 2/13（15.4）
無声摩擦音 計 30/85（35.3）
[b] — — club klubi 0/4（0.0）
[d] — — rod rod [rɔd] 2/58（3.4）steward stuertti yard jaardi
[ɡ] dog doggi bug bugi 2/15（13.3）
[ʤ] orange oranssi lodge loosi 2/9（22.2）
[ʣ] — — hands hands [hænʣ] 0/3（0.0）
有声閉鎖音 計 6/89（6.7）
[v] — — live live [laiv] 0/7（0.0）
[z] lens linssi jazz jatsi 3/9（33.3）
有声摩擦音 計 3/16（18.8）
OO — — box boksi 0/67（0.0）






の多くは語末に挿入母音を伴わない語形である。フィンランド語は舌頂音（coronal）[t, s, n, l, r]
のみ語末子音になることができる（Karvonen 2005, Suomi et al. 2008）が，語彙の大部分は母音で
終わるため，語末子音を持つ原語の借用語では語末に母音挿入が行われることが一般的である。
一方で，原語の構造を重視し，挿入母音のない語形が現れることもある。重子音化の多くが挿入






       原語 hit    借用語 hitti   vs.    原語 chat   借用語 chat [ʧæt]
        σ       σ    σ        σ       σ
        
       h ɪ t  →	  h i   t  i       ʧ æ t  →  ʧ æ t
   図 4　フィンランド語（語末子音）①
　フィンランド語の重子音化で最も特徴的なのが，鼻音や流音などの共鳴音に後続する場合
である。フィンランド語の音節構造は（9）のようにまとめられ，語中に超重音節（CVVC, 
CVVCC）が現れる（Karvonen 2005, Suomi et al. 2008）。そのため，図 5のように，原語の語末が「共
鳴音＋阻害音」あるいは「弛緩母音＋阻害音」の場合も原語の語末子音の保持が行われる。
（9）  (C) (C) (C) V (V) (C) (C)
             原語 cent       借用語 sentti
             σ           σ 		 	 σ
             
            s e n t  →     s e n t i








語末子音で最も重子音化率が高かった無声閉鎖音 [p, t, k]の分析結果を示している。なお，「阻害
音＋阻害音」の子音連続は，語末と同様に重子音化が見られなかったため，分析対象外としてい
る（例：adapter → adapteri,  boxer → bokseri）。表 13は，語中子音の環境別の重子音化率を示した
ものである。これらの表から，語中の無声閉鎖音に起こる重子音化は全体の 2割に満たないが，
その半数以上が重子音つづり字の影響を受けていることがわかる。
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表 12　フィンランド語（語中子音）
重子音化 非重子音化 重子音化／総数（%）
[p] yuppie juppi paper peperi
7/67（10.4）jumper jumpperi shampoo sampoo
̶ ̶ replica replika
[t] putter putteri data data
25/128（19.5）center sentteri phantom fantomi
̶ ̶ mattress matrassi
[k] hacker hakkeri cookie kuki
16/77（20.8）tanker tankkeri ranking ranking [ræŋkiŋ]
̶ ̶ picnic piknikki
[ʧ] — — stretching stretching [strɛʧiŋ] 0/10（0.0）
計 48/282（17.0）
表 13　環境別の重子音化率（%）
<CC> <C> pre-acc non-pre-acc stem-final stem-medial
24/55（43.6） 24/227（10.6） 45/206（21.8） 3/76（3.9） 29/89（32.6） 19/193（9.8）
4.4 ハンガリー語
　ハンガリー語（Hungarian）は，本来語では語中の母音間および語末において重子音が現れる。
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表 14　ハンガリー語（語末子音）
重子音化 非重子音化 重子音化／総数（%）
[p] tip Tipp top top 10/65（15.4）
[t] set Szett net net 10/74（13.5）
[k] check csekk jack jak 7/70（10.0）
[ʧ] touch Taccs batch batch [bɛʧ] 3/9（33.3）
無声閉鎖音 計 30/218（13.8）
[f ] bluff Blöff off off [of ] 5/15（33.3）
[s] dress dressz address address [ø:drɛs] 13/61（21.3）
[ʃ] — — rush rös 0/21（0.0）
無声摩擦音 計 18/97（18.6）
[b] bob bob [bobb] job job [ʤob] 2/30（6.7）
[d] — — united united [-tid] 0/13（0.0）
[ɡ] jig dzsigg gig gig [ɡiɡ] 2/25（8.0）
[ʤ] bridge bridzs [bridʤ] — — 14/14（100.0）
[ʣ] odds odds [odʣ] — — 1/1（100.0）
有声閉鎖音 計 19/83（22.9）
[v] — — love love [lav] 0/13（0.0）
[z] jazz dzsessz is iz 2/13（15.4）
有声摩擦音 計 2/26（7.7）
OO — — box boksz 0/79（0.0）
OS Manhattan Manhattan [-hetten] cotton cotton [kotn] 1/28（3.6）
子音連続 計 1/107（0.9）




（Ham 2001, Siptár and Törkenczy 2000）。したがって，図 6のように，原語の語末子音を借用語で
音節末子音として保持するのに重子音化は不要である。重子音化率の低さはこのためである。
（10）  (C) (C) (C) V (V) (C) (C) (C)
               原語 top       借用語 top
                σ          σ
                
               t ɑ p   →    t o p




象外とした（例：keep → kiip,  boot → buut,  lake → leek）。
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強勢が付与されることはない。強勢は重音節に置かれるとするStress-to-Weightの原則に従うと，
ハンガリー語の語末は常に軽音節であるということになる。この点から，語末子音は韻律外であ











（11）           軽音節   重音節
   語末以外の音節：  CV     CVV, CVC











[p] hippie hippi copy copy [kopi] 12/50（24.0）
[t] cutter cutter [kattø] city city [siti] 20/83（24.1）
[k] rocker rocker [rokkɛr] cookie cookie [kuki] 5/50（10.0）
[ʧ] matching matching [metʧiŋ] stretching sztrecsing 1/7（14.3）
計 38/190（20.0）
表 16　環境別の重子音化率（%）
<CC> <C> pre-acc non-pre-acc stem-final stem-medial
35/83（42.2） 3/107（2.8） 36/128（28.1） 2/62（3.2） 29/80（36.3） 9/110（8.2）













[p] stop ʔistubb cap kaab 2/9（22.2）
̶ ̶ jeep jiib
[t] cut kaʈʈ foot fuut 6/21（28.6）boat buʈʈ note noot
[k] book bukk plastic bilastik 5/14（35.7）teak tikk cake keek
無声閉鎖音 計 13/44（29.5）
[f ] ref riff beef biif 1/9（11.1）
[s] — — mess mees 0/13（0.0）
[ʃ] flush filuʃʃ flash filaaʃ 1/7（14.3）
無声摩擦音 計 2/29（6.9）
[b] globe kulubb — — 1/1（100.0）
[d] head hidd code kuud 1/6（16.7）
[ɡ] — — humbug hambak 0/1（0.0）
有声閉鎖音 計 2/8（25.0）
[z] — — jazz jaaz 0/3（0.0）
有声摩擦音 計 0/3（0.0）
[ʧ]12 — — catch katʃ 0/6（0.0）
[ʤ] — — bridge biridj 0/1（0.0）
OO — — box buks 0/13（0.0）




12 アラビア語エジプト方言では，[ʧ]および [ʤ]はそれぞれ [t]+[ʃ], [d]+[ʒ]としてふるまう（Reynolds 2012）ため，
子音連続の項目に含めた。













（12）  C V (V) (C) (C)
           借用語 kaʈʈ		 	 	    vs.       借用語 fuut
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 σ      σ             σ       σ
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 μ	  μ    μ           μ μ	 	 	 	 	  μ
           








[p] — — keeper kiibar 0/5（0.0）
[t] — — cutter kootar 0/17（0.0）
[k] — — hockey hooki 0/14（0.0）




されることは Kenstowicz and Suchato（2006）や Rungruang（2008）が指摘している。ここでは，さ
まざまな先行研究で提示されている語例を集めたデータベースから明らかになった詳細な重子音
化パタンを提示し，生起要因を議論する。なお，タイ語には短母音と長母音の音韻論的な対立がある。




原語の唇音（labial）[b, f, v]は [p]，舌頂音 [d, ʧ, ʤ, ʦ, ʣ, θ, ð, s, z, l]は [t]，舌背音（dorsal）[ɡ]は [k]
にそれぞれ変換され，子音連続は単子音となる（例：[-pt] → [-p],  [-st] → [-t],  [-ks, -kt] → [-k]）。
表 19　タイ語（語末子音）
重子音化 非重子音化 重子音化／総数（%）
[p] — — tip tip 0/14（0.0）
̶ ̶ jeep jiip
[t] — — set set 0/36（0.0）
̶ ̶ boot buut
[k] — — book buk 0/28（0.0）
̶ ̶ cake kʰeek
[ʧ] — — match mɛɛt 0/8（0.0）
̶ ̶ coach kʰoot
[ʦ] — — Massachusetts mɛtsaaʨuuseet 0/1（0.0）
無声閉鎖音 計 0/87（0.0）
[f ] — — bluff blap 0/6（0.0）
̶ ̶ safe seep
[θ] — — footbath futbaat 0/3（0.0）
̶ ̶ booth buut
[s] — — bus bat 0/19（0.0）
̶ ̶ ace ʔeet
[ʃ] — — fish fit 0/3（0.0）
無声摩擦音 計 0/31（0.0）
[b] — — bob bɔp 0/8（0.0）
[d] — — bid bit 0/10（0.0）
̶ ̶ code khoot
[ɡ] — — tag tek 0/6（0.0）
[ʤ] — — bridge brit 0/5（0.0）
̶ ̶ garage kaaraat
有声閉鎖音 計 0/29（0.0）
[v] — — love lɤɤp 0/6（0.0）
̶ ̶ Steve satiip
[z] — — jazz ʨɛt 0/2（0.0）
̶ ̶ freeze friit
有声摩擦音 計 0/8（0.0）
OO — — project proʨɛk 0/8（0.0）
OS nickel nikkɤn bacon beekʰɔn 4/12（33.3）
子音連続 計 4/20（20.0）





（13）  (C) (C) V (V) (C)
                原語 tip       借用語 tip
                 σ          σ
                 

















poppy poppii apache aapaachee
10/20（50.0）̶ ̶ coupon kʰuupɔn
̶ ̶ captain kaptan
[t]
letter lettəə guitar kiitaa
18/43（41.9）meeting miittiŋ data detaa
metric mettrik Atlantic ʔɛɛtlɛɛntik
[k]
jockey ʨɔkkii bikini biikinnii
22/52（42.3）poker pokkɤɤ cocoa kookoo
̶ ̶ sexy seksii
̶ ̶ technique tʰeknik
[ʧ] — — furniture fɤɤniʨɤɤ 0/3（0.0）
計 50/118（42.4）
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表 21　環境別の重子音化率（%）
<CC> <C> pre-acc non-pre-acc stem-final stem-medial























語末無声閉鎖音 97.8 13.8 90.9 46.2 29.5  0.0
語末無声摩擦音 17.3 18.6 66.7 35.3  6.9  0.0
語末有声閉鎖音 60.9 22.9 75.0  6.7 25.0  0.0
語末有声摩擦音  0.0  7.7  0.0 18.8  0.0  0.0
語末子音連続 25.8  0.9 28.6  4.6  0.0 20.0




























（14）  カンナダ語： cup → [kappu],  wicket → [wikeʈʈu],  book → [bukku],
         bus → [bassu],  rush → [raʃʃu] （Schiffmann 1983, Sridhar 1990）
   マラヤーラム語： cup → [kappə],  check → [cekkə],  pitch → [piccə],  bus → [bassə]
 （Mohanan 1989, Asher and Kumari 1997）
   マルタ語： flat → flett,  cheque → ċekk,  truck → trakk,  club → klabb
 （Borg and Azzopardi-Alexander 1997）
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Consonant Gemination in Loanwords in Japanese and other Languages
OTAKI Yasushi
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Abstract
In this paper, we create databases of loanwords from English in six languages (i.e., Japanese, North 
American varieties of Italian, Finnish, Hungarian, Egyptian Arabic, and Thai) where consonant 
length is phonologically distinctive, and reveal their comprehensive patterns of consonant 
gemination in loanwords. Based on the results of a cross-linguistic investigation, we note that the 
gemination of word-final obstruents of source words is motivated by a phonological constraint that 
requires their preservation in syllable-final obstruents in loanwords. Gemination of word-medial 
obstruents occurs because of the influence of orthography; that is, double letters in the source 
words. Thus, it is argued that purely phonological gemination in loanword phonology results from 
gemination of word-final consonants.
Key words: loanword phonology, consonant gemination, Japanese, Finnish, Hungarian
